
大分大学大学院医学系研究科規程 

平成１６年４月１日制定 

平成１６年医学部規程第３－１３号 
 

 （趣旨） 

第１条 この規程は，大分大学大学院学則（平成１６年規則第９号）に定めるもののほか，大分

大学大学院医学系研究科（以下「本研究科」という。）に関し必要な事項を定める。 

 

 （研究科の目的） 

第１条の２ 本研究科は，最新の学術を教授・研究し，豊かな教養を身に付けた教育・研究者及

び医療人を育成し，もって国民の健康の維持増進を図り，更に地域及び国際社会の福祉に貢献

する人材を養成することを目的とする。 

 

 （指導教員） 

第２条 修士課程及び博士課程における学生の履修指導及び研究指導を行うため，学生ごとに指

導教員を定める。 

 

 （授業科目及び単位数） 

第３条 修士課程看護学専攻において開講する授業科目及び単位数は，別表第１から別表第４の

とおりとする。 

２ 博士課程において開講する授業科目及び単位数は，別表第５のとおりとする。 

 
（修士課程の履修方法） 

第４条 修士課程看護学専攻の学生は，指導教員の指導及び助言の下，コースごとに，次の各号

に掲げる単位を修得するものとする。 
（１） 看護研究コース（実践・管理・教育） 別表第１に規定する授業科目のうち，次に掲

げる単位数の合計３０単位以上とする。 
ア 共通必修科目６単位 
イ 共通選択科目から６単位以上 
ウ 専門コース科目から８単位以上 
エ 特別研究科目１０単位 

（２） 専門看護師コース（がん看護） 別表第２に規定する授業科目のうち，次に掲げる単

位数の合計４０単位以上とする。 
ア 共通必修科目６単位 
イ 共通選択科目のうち，次に掲げる単位数の合計８単位以上 
（ア） 必修科目６単位 
（イ） 選択必修科目から２単位以上 

ウ 専門コース科目から必修科目１４単位を含む１４単位以上 
エ 特別研究科目１２単位  

（３） 専門看護師コース（クリティカルケア看護） 別表第３に規定する授業科目のうち，

次に掲げる単位数の合計４０単位以上とする。 
ア 共通必修科目６単位 
イ 共通選択科目のうち，次に掲げる単位数の合計８単位以上 
（ア） 必修科目６単位 
（イ） 選択必修科目から２単位以上 

ウ 専門コース科目のうち，次に掲げる単位数の合計１４単位以上 
 （ア） 選択必修科目から６単位以上 
 （イ） 必修科目８単位 



エ 特別研究科目１２単位 

（４） 専門看護師コース（老年看護） 別表第４に規定する授業科目のうち，次に掲げる単

位数の合計４０単位以上とする。 
ア 共通必修科目６単位 
イ 共通選択科目のうち，次に掲げる単位数の合計８単位以上 
（ア） 必修科目６単位 
（イ） 選択必修科目から２単位以上 

ウ 専門コース科目から必修科目１４単位を含む１４単位以上 
エ 特別研究科目１２単位 

 

 （博士課程の履修方法） 

第５条 博士課程の学生は，指導教員の指導及び助言のもとに，別表第５に掲げる授業科目の共

通科目から１科目５単位，所属領域の選択必修科目から１科目５単位，全領域の専門科目から

１科目５単位以上，研究実践科目２科目１５単位，計３０単位以上を修得するものとする。 

 

 （単位の基準） 

第６条 １単位の授業科目は，４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準と

し，授業の方法に応じ，当該授業の教育効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基

準により単位を計算するものとする。 

 （１） 講義及び演習については，１５時間から３０時間までの範囲で，各専攻の定める時間

の授業をもって１単位とする。 

 （２） 研究については，３０時間から４５時間までの範囲で，各専攻の定める時間の授業を

もって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，学位論文の作成に関する特別研究等の授業科目において，これら

の学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な学

修等を考慮して，単位数を定めることができる。 

 

 （履修申告等） 

第７条 学生は，履修しようとする授業科目を，指定された期間内に，所定の様式により届け出

るものとする。 

２ 他の大学院（外国の大学院を含む。）の授業科目を履修しようとするときは，指導教員の承認

を得た上で，履修開始の３月前までに研究科長に願い出て，その許可を受けなければならない。 

３ 他の大学院（外国の大学院を含む。），研究所等で研究指導を受けようとするときは，指導教

員の承認を受けた上で，研究開始の３月前までに研究科長に願い出て，その許可を受けなけれ

ばならない。 

 

 （成績評価基準等の明示等） 

第８条 授業科目及び研究指導の内容及び履修方法並びに一年間の授業科目及び研究指導の計画

については，学生に対してあらかじめ明示するものとする。 

２ 学修の成果及び学位論文に係る評価並びに修了の認定に当たっては，客観性及び厳格性を確

保するため，学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに，当該基準に従って適切に

行うものとする。 

３ 前二項に係る明示の方法は，別に定める。 

 

 （単位修得の認定） 

第９条 単位修得の認定は，授業科目の担当教員が，試験又は研究報告の審査の成績により行う。

ただし，研究については，試験又は研究報告の審査以外の方法で，これに代えることができる。 

 



（成績評価基準等） 

第１０条 学修の成績評価基準等については，大分大学における学修の成績評価基準等に関する

規程（令和３年規程第２１号）の定めるところによる。 
２ 前項の成績評価に関し，当該授業科目を履修した学生は，疑義を申し出ることができる。 

３ 疑義の申し出に関し必要な事項は，別に定める。 

 

 （学位論文の審査及び最終試験） 

第１１条 修士課程又は博士課程の最終試験を受験することのできる者は，修士又は博士の学位

論文の審査を終了した者でなければならない。 

２ 学位論文の審査及び最終試験に関する事項は，別に定める。 
 

 （雑則） 

第１２条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 

 

   附 則 

 この規程は，平成１６年４月１日から施行する。 

 

   附 則（平成１６年医学部規程第３－１６号） 
 この規程は，平成１６年５月１２日から施行する。 
 
   附 則（平成１７年医学部規程第３－３号） 
 この規程は，平成１７年４月１日から施行する。 
 
   附 則（平成１８年医学部規程第３－５号） 
 この規程は，平成１８年４月１日から施行する。 
 

   附 則（平成１９年医学系研究科規程第３－１号） 
１ この規程は，平成１９年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行日の前日に修士課程看護学専攻に在学している学生の授業科目及び単位数並

びに履修方法については，改正後の大分大学大学院医学系研究科規程第３条及び第４条の規定

にかかわらず，なお従前の例による。 

 

附 則（平成１９年医学系研究科規程第３－３号） 

１ この規程は，平成２０年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行日の前日に博士課程に在学している学生の授業科目及び単位数並びに履修方

法については，改正後の大分大学大学院医学系研究科規程第３条及び第５条の規定にかかわら

ず，なお従前の例による。 

 
附 則（平成２１年医学系研究科規程第３－１号） 

 この規程は，平成２１年４月１日から施行する。 
 
   附 則（平成２１年医学系研究科規程第３－２号） 
 この規程は，平成２１年１２月１０日から施行する。 
 
   附 則（平成２２年医学系研究科規程第３－１号） 
１ この規程は，平成２２年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行日の前日に在学している学生の履修方法については，改正後の大分大学大学

院医学系研究科規程第３条第１項，同条第３項，第４条第１項及び第５条の規定にかかわらず，



なお従前の例による。 
３ 修士課程看護学専攻の平成２１年度入学生については，第３条第２項，第４条第２項及び同

条第３項の規定について，平成２１年４月１日から適用する。 
 

附 則（平成２２年医学系研究科規程第３－２号） 
 この規程は，平成２２年４月１４日から施行し，この規程による改正後の大分大学大学院医学

系研究科規程の規定は，同年４月１日から適用する。 
 

附 則（平成２３年医学系研究科規程第３－１号） 
１ この規程は，平成２３年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行日の前日に在学している学生の授業科目については，改正後の大分大学大学

院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 

附 則（平成２４年医学系研究科規程第３－１－１号） 
１ この規程は，平成２４年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行日の前日に在学している学生の授業科目については，改正後の大分大学大学

院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 

附 則（平成２５年医学系研究科規程第３－１号） 
１ この規程は，平成２５年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行日の前日に在学している学生の授業科目については，改正後の大分大学大学

院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 
   附 則（平成２６年医学系研究科規程第３－２号） 
１ この規程は，平成２６年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行日の前日に在学している学生の授業科目については，改正後の大分大学大学

院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 
   附 則（平成２７年医学系研究科規程第３－１号） 
１ この規程は，平成２７年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行日の前日に在学している学生の授業科目については，改正後の大分大学大学

院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 

附 則（平成２８年医学系研究科規程第３－２号） 
１ この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行の日の前日に在学している学生の授業科目については，改正後の大分大学大

学院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 

附 則（平成２９年医学系研究科規程第３－２号） 
１ この規程は，平成２９年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行の日の前日に在学している学生の履修方法については，改正後の大分大学大

学院医学系研究科規程第４条第２項第２号の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
３ この規程の施行の日の前日に在学している学生の授業科目については，改正後の大分大学大

学院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 

附 則（平成３０年医学系研究科規程第３－２号） 
１ この規程は，平成３０年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行の日の前日に在学している学生の授業科目については，改正後の大分大学大



学院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
３ 大分大学大学院医学系研究科学位規程（平成１６年医学部規程第３－１４号）の一部を次の

ように改正する。 

第３条第５項第１号中「論文科目」を「研究実践科目」に改める。 

 
附 則（平成３１年医学系研究科規程第３－１号） 

この規程は，平成３１年２月１日から施行する。 
  

附 則（平成３１年医学系研究科規程第３－２号） 
１ この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行の日の前日に在学している学生の授業科目については，改正後の大分大学大

学院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 
   附 則（平成３１年医学系研究科規程第３－３号） 
１ この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行の日の前日に在学している学生の授業科目については，改正後の大分大学大

学院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 
   附 則（令和２年医学系研究科規程第３－１号） 
１ この規程は，令和２年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行の日の前日に在学している学生の授業科目，単位数及び履修方法については，

改正後の大分大学大学院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 
   附 則（令和３年医学系研究科規程第３－１号） 
１ この規程は，令和３年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行の日の前日に在学している学生の授業科目，単位数及び履修方法については，

改正後の大分大学大学院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 
   附 則（令和３年医学系研究科規程第３－２号） 
 この規程は，令和３年６月９日から施行する。 
 

附 則（令和４年医学系研究科規程第３－１号） 
１ この規程は，令和４年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行の日の前日に在学している学生の授業科目については，改正後の大分大学大

学院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 
   附 則（令和５年医学系研究科規程第３－１号） 
１ この規程は，令和５年４月１日から施行する。 
２ この規程の施行の日の前日に在学している学生の授業科目については，改正後の大分大学大

学院医学系研究科規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 



別表第１（第３条，第４条関係）                          

修士課程看護学専攻看護研究コース（実践・管理・教育）の授業科目及び単位数 

区分 授業科目 
授業を 

行う年次 

単位数 必修・選

択必修・ 

選択の別 
講義 演習 実習 

共通 

必修科目 

看護理論           １ ２   必修 

看護倫理           １ ２   〃 

看護研究概論         １ ２   〃 

共通 

選択科目 

保健医療福祉政策論      １・２ ２   選択 

看護コンサルテーション論   １・２ ２   〃 

看護専門職教育論       １・２ ２   〃 

看護サービス管理論 １・２ ２   〃 

看護研究方法論        １・２ ２   〃 

保健統計学特論 １・２ ２   〃 

フィジカルアセスメント論 １・２ ２   〃 

病態生理学        １・２ ２   〃 

臨床薬理学 １・２ ２   〃 

 

専

門

コ

丨

ス

科

目 

 

健康科学分野 生活環境病特論 １・２ ２   選択 

看護管理 

･教育分野 

看護連携実践論 １・２ ２   選択 

看護実践イノベーション論 １・２ ２   〃 

看護生涯教育論 １・２ ２   〃 

看護基礎教育論 １・２ ２   〃 

公衆衛生看護管理・教育論 １・２ ２   〃 

看護実践 

分野 

母子看護学特論 １・２ ２   選択 

小児看護対象論 １・２ ２   〃 

小児看護援助論 １・２ ２   〃 

慢性看護学特論 １・２ ２   〃 

慢性疾患診断・治療論 １・２ ２   〃 

精神看護学特論 １・２ ２   〃 

精神看護援助論 １・２ ２   〃 

在宅看護論 １・２ ２   〃 

ヘルスプロモーション看護論 １・２ ２   〃 

家族看護論 １・２ ２   〃 

がん病態生理・治療論          １・２ ２   〃 

がん看護論          １・２ ２   〃 

がん看護援助論 １・２ ２   〃 

クリティカルケア看護学特論 １・２ ２   〃 

クリティカルケアフィジカルアセスメント論 １・２ ２   〃 

クリティカルケア病態生理論        １・２ ２   〃 

クリティカルケア治療管理論 １・２ １   〃 

老年看護学特論 １・２ ２   〃 

高齢者疾病・治療論 １・２ ２   〃 

高齢者支援システム特論 １・２ ２   〃 

がん看護

専門分野 

緩和ケア論Ⅰ        １・２ ２   選択 

緩和ケア論Ⅱ         １・２ ２   〃 

緩和ケア論Ⅲ         １・２ ２   〃 

緩和ケア論Ⅳ １・２ ２   〃 

クリティ クリティカルケア看護援助論Ⅰ １・２ ２   選択 



カルケア

看護専門

分野 

クリティカルケア看護援助論Ⅱ １・２ ２   〃 

クリティカルケア看護援助論Ⅲ １・２ ２   〃 

クリティカルケア看護援助論Ⅳ １・２ ２   〃 

老年看

護専門

分野 

老年看護実践論Ⅰ １・２ ２   選択 

老年看護実践論Ⅱ １・２ ２   〃 

認知症看護実践演習 １・２ ２   〃 

エンド・オブ・ライフケア実践演習 １・２ ２   〃 

実践課題実習 １・２   ２ 選択 

特別研究 

科目 

特別研究 ２  １０  選択必修 

実践課題研究Ⅰ ２  １０  〃 

 

 



別表第２（第３条，第４条関係）                          

修士課程看護学専攻専門看護師コース（がん看護）の授業科目及び単位数 

区分 授業科目 
授業を 

行う年次 

単位数 必修・選

択必修・ 

選択の別 
講義 演習 実習 

共通 

必修科目 

看護理論           １ ２   必修 

看護倫理           １ ２   〃 

看護研究概論         １ ２   〃 

共通 

選択科目 

保健医療福祉政策論      １・２ ２   選択必修 

看護コンサルテーション論   １・２ ２   〃 

看護専門職教育論       １・２ ２   〃 

看護サービス管理論 １・２ ２   〃 

看護研究方法論        １・２ ２   選択 

保健統計学特論 １・２ ２   〃 

フィジカルアセスメント論 １・２ ２   必修 

病態生理学        １・２ ２   〃 

臨床薬理学 １・２ ２   〃 

 

専

門

コ

丨

ス

科

目 

 

健康科学分野 生活環境病特論 １・２ ２   選択 

看護管理 

･教育分野 

看護連携実践論 １・２ ２   選択 

看護実践イノベーション論 １・２ ２   〃 

看護生涯教育論 １・２ ２   〃 

看護基礎教育論 １・２ ２   〃 

公衆衛生看護管理・教育論 １・２ ２   〃 

看護実践 

分野 

母子看護学特論 １・２ ２   選択 

小児看護対象論 １・２ ２   〃 

小児看護援助論 １・２ ２   〃 

慢性看護学特論 １・２ ２   〃 

慢性疾患診断・治療論 １・２ ２   〃 

精神看護学特論 １・２ ２   〃 

精神看護援助論 １・２ ２   〃 

在宅看護論 １・２ ２   〃 

ヘルスプロモーション看護論 １・２ ２   〃 

家族看護論 １・２ ２   〃 

がん病態生理・治療論          １・２ ２   必修 

がん看護論          １・２ ２   〃 

がん看護援助論 １・２ ２   〃 

クリティカルケア看護学特論 １・２ ２   選択 

クリティカルケアフィジカルアセスメント論 １・２ ２   〃 

クリティカルケア病態生理論         １・２ ２   〃 

クリティカルケア治療管理論 １・２ １   〃 

老年看護学特論 １・２ ２   〃 

高齢者疾病・治療論 １・２ ２   〃 

高齢者支援システム特論 １・２ ２   〃 

がん看護

専門分野 

緩和ケア論Ⅰ        １・２ ２   必修 

緩和ケア論Ⅱ         １・２ ２   〃 

緩和ケア論Ⅲ         １・２ ２   〃 

緩和ケア論Ⅳ １・２ ２   〃 

クリティ クリティカルケア看護援助論Ⅰ １・２ ２   選択 



カルケア

看護専門

分野 

クリティカルケア看護援助論Ⅱ １・２ ２   〃 

クリティカルケア看護援助論Ⅲ １・２ ２   〃 

クリティカルケア看護援助論Ⅳ １・２ ２   〃 

老年看

護専門

分野 

老年看護実践論Ⅰ １・２ ２   選択 

老年看護実践論Ⅱ １・２ ２   〃 

認知症看護実践演習 １・２ ２   〃 

エンド・オブ・ライフケア実践演習 １・２ ２   〃 

実践課題実習 １・２   ２ 選択 

特別研究 

科目 

実践

課題

研究

Ⅱ 

がん看護実践演習Ⅰ １   ２ 必修 

がん看護実践演習Ⅱ   ２   ２ 〃 

がん看護実践演習Ⅲ ２   ３ 〃 

がん看護実践演習Ⅳ ２   ３ 〃 

がん看護実践課題研究 ２  ２  〃 

 
 



別表第３（第３条，第４条関係）                          

修士課程看護学専攻専門看護師コース（クリティカルケア看護）の授業科目及び単位数 

区分 授業科目 
授業を 

行う年次 

単位数 必修・選

択必修・ 

選択の別 
講義 演習 実習 

共通 

必修科目 

看護理論           １ ２   必修 

看護倫理           １ ２   〃 

看護研究概論         １ ２   〃 

 

共通 

選択科目 

保健医療福祉政策論      １・２ ２   選択必修 

看護コンサルテーション論   １・２ ２   〃 

看護専門職教育論       １・２ ２   〃 

看護サービス管理論 １・２ ２   〃 

看護研究方法論        １・２ ２   選択 

保健統計学特論 １・２ ２   〃 

フィジカルアセスメント論 １・２ ２   必修 

病態生理学        １・２ ２   〃 

臨床薬理学 １・２ ２   〃 

 

専

門

コ

丨

ス

科

目 

 

健康科学分野 生活環境病特論 １・２ ２   選択 

看護管理 

･教育分野 

看護連携実践論 １・２ ２   選択 

看護実践イノベーション論 １・２ ２   〃 

看護生涯教育論 １・２ ２   〃 

看護基礎教育論 １・２ ２   〃 

公衆衛生看護管理・教育論 １・２ ２   〃 

看護実践 

分野 

母子看護学特論 １・２ ２   選択 

小児看護対象論 １・２ ２   〃 

小児看護援助論 １・２ ２   〃 

慢性看護学特論 １・２ ２   〃 

慢性疾患診断・治療論 １・２ ２   〃 

精神看護学特論 １・２ ２   〃 

精神看護援助論 １・２ ２   〃 

在宅看護論 １・２ ２   〃 

ヘルスプロモーション看護論 １・２ ２   〃 

家族看護論 １・２ ２   〃 

老年看護学特論 １・２ ２   〃 

がん病態生理・治療論          １・２ ２   〃 

がん看護論          １・２ ２   〃 

がん看護援助論 １・２ ２   〃 

クリティカルケア看護学特論 １・２ ２   選択必修 

クリティカルケアフィジカルアセスメント論 １・２ ２   〃 

クリティカルケア病態生理論         １・２ ２   〃 

クリティカルケア治療管理論 １・２ １   〃 

高齢者疾病・治療論 １・２ ２   選択 

高齢者支援システム特論 １・２ ２   〃 

がん看護

専門分野 

緩和ケア論Ⅰ        １・２ ２   選択 

緩和ケア論Ⅱ         １・２ ２   〃 

緩和ケア論Ⅲ         １・２ ２   〃 

緩和ケア論Ⅳ １・２ ２   〃 



クリティ 

カルケア 

看護専門 

分野 

クリティカルケア看護援助論Ⅰ １・２ ２   必修 

クリティカルケア看護援助論Ⅱ １・２ ２   〃 

クリティカルケア看護援助論Ⅲ １・２ ２   〃 

クリティカルケア看護援助論Ⅳ １・２ ２   〃 

老年看

護専門

分野 

老年看護実践論Ⅰ １・２ ２   選択 

老年看護実践論Ⅱ １・２ ２   〃 

認知症看護実践演習 １・２ ２   〃 

エンド・オブ・ライフケア実践演習 １・２ ２   〃 

実践課題実習 １・２   ２ 選択 

特別研究 

科目 

実践 

課題 

研究 

Ⅱ 

クリティカルケア看護学実習Ⅰ ２   ３ 必修 

クリティカルケア看護学実習Ⅱ  ２   ４ 〃 

クリティカルケア看護学実習Ⅲ ２   ３ 〃 

クリティカルケア看護学実践課題研究 ２  ２  〃 

 

 



別表第４（第３条，第４条関係）                          

修士課程看護学専攻専門看護師コース（老年看護）の授業科目及び単位数 

区分 授業科目 
授業を 

行う年次 

単位数 必修・選

択必修・ 

選択の別 
講義 演習 実習 

共通 

必修科目 

看護理論           １ ２   必修 

看護倫理           １ ２   〃 

看護研究概論         １ ２   〃 

共通 

選択科目 

保健医療福祉政策論      １・２ ２   選択必修 

看護コンサルテーション論   １・２ ２   〃 

看護専門職教育論       １・２ ２   〃 

看護サービス管理論 １・２ ２   〃 

看護研究方法論        １・２ ２   選択 

保健統計学特論 １・２ ２   〃 

フィジカルアセスメント論 １・２ ２   必修 

病態生理学        １・２ ２   〃 

臨床薬理学 １・２ ２   〃 

 

専

門

コ

丨

ス

科

目 

 

健康科学分野 生活環境病特論 １・２ ２   選択 

看護管理 

･教育分野 

看護連携実践論 １・２ ２   選択 

看護実践イノベーション論 １・２ ２   〃 

看護生涯教育論 １・２ ２   〃 

看護基礎教育論 １・２ ２   〃 

公衆衛生看護管理・教育論 １・２ ２   〃 

看護実践 

分野 

母子看護学特論 １・２ ２   選択 

小児看護対象論 １・２ ２   〃 

小児看護援助論 １・２ ２   〃 

慢性看護学特論 １・２ ２   〃 

慢性疾患診断・治療論 １・２ ２   〃 

精神看護学特論 １・２ ２   〃 

精神看護援助論 １・２ ２   〃 

在宅看護論 １・２ ２   〃 

ヘルスプロモーション看護論 １・２ ２   〃 

家族看護論 １・２ ２   〃 

がん病態生理・治療論          １・２ ２   〃 

がん看護論          １・２ ２   〃 

がん看護援助論 １・２ ２   〃 

クリティカルケア看護学特論 １・２ ２   〃 

クリティカルケアフィジカルアセスメント論 １・２ ２   〃 

クリティカルケア病態生理論       １・２ ２   〃 

クリティカルケア治療管理論 １・２ １   〃 

老年看護学特論 １・２ ２   必修 

高齢者疾病・治療論 １・２ ２   〃 

高齢者支援システム特論 １・２ ２   〃 

がん看護

専門分野 

緩和ケア論Ⅰ        １・２ ２   選択 

緩和ケア論Ⅱ         １・２ ２   〃 

緩和ケア論Ⅲ         １・２ ２   〃 

緩和ケア論Ⅳ １・２ ２   〃 

クリティ クリティカルケア看護援助論Ⅰ １・２ ２   選択 



カルケア 

看護専門 

分野 

クリティカルケア看護援助論Ⅱ １・２ ２   〃 

クリティカルケア看護援助論Ⅲ １・２ ２   〃 

クリティカルケア看護援助論Ⅳ １・２ ２   〃 

老年看 

護専門 

分野 

老年看護実践論Ⅰ １・２ ２   必修 

老年看護実践論Ⅱ １・２ ２   〃 

認知症看護実践演習 １・２ ２   〃 

エンド・オブ・ライフケア実践演習 １・２ ２   〃 

実践課題実習 １・２   ２ 選択 

特別研究 

科目 

実践 

課題 

研究 

Ⅱ 

老年看護実践実習Ⅰ １   ２ 必修 

老年看護実践実習Ⅱ ２   ３ 〃 

老年看護実践実習Ⅲ ２   ３ 〃 

老年看護実践実習Ⅳ ２   ２ 〃 

老年看護実践課題研究 １・２  ２  〃 



別表第５（第３条，第５条関係）                                 
博士課程の授業科目及び単位数 

授  業  科  目 授業を 
行う年次 

単位数 選択・必修等

の区分 講義 演習 実習 

共通 
科目 

研究推進実践論 1・2・3・4 ５   選択必修 
医療英語 1・2・3・4 ５   〃 
医療英会話 1・2・3・4 ５   〃 
生命倫理学 1・2・3・4 ５   〃 
医学統計 1・2・3・4 ５   〃 
医療情報システム学 1・2・3・4 ５   〃 

基 
礎 
研 
究 
領 
域 

ストレスと健康の心理行動学 1・2・3・4  ５  選択必修 
組織病理学 1・2・3・4  ５  〃 
がんのゲノム医科学 1・2・3・4  ５  〃 
イオンチャネルの病態生理学 1・2・3・4  ５  〃 
分子神経科学 1・2・3・4  ５  〃 
がんの分子生物学 1・2・3・4  ５  〃 
がんのリンパ学 1・2・3・4  ５  〃 
分子形態学 1・2・3・4  ５  〃 
組織形態機能学 1・2・3・4  ５  〃 
分子細胞生物学 1・2・3・4  ５  〃 
マトリックス生物学 1・2・3・4  ５  〃 
遺伝子工学 1・2・3・4  ５  〃 
分子薬理学 1・2・3・4  ５  〃 
人間生命医科学発展 1・2・3・4  ５  〃 
分子細胞免疫学 1・2・3・4  ５  〃 
節足動物媒介性感染症学 1・2・3・4  ５  〃 
微生物感染免疫学 1・2・3・4  ５  〃 
分子標的製剤学 1・2・3・4  ５  〃 
感染症疫学 1・2・3・4  ５  〃 
分子疫学 1・2・3・4  ５  〃 
睡眠公衆衛生 1・2・3・4  ５  〃 
臨床疫学 1・2・3・4  ５  〃 
産業中毒学 1・2・3・4  ５  〃 
遺体診断学の確立 1・2・3・4  ５  〃 
生物物理化学 1・2・3・4  ５  〃 
微小循環学 1・2・3・4  ５  〃 

 
 
臨 
床 
研 
究 
領 
域 
 

内分泌代謝・免疫・腎臓病の分子病態

医学 
1・2・3・4  ５  選択必修 

呼吸器内科学・感染症学の実践 EBM 1・2・3・4  ５  〃 
神経病態科学・認知症医科学 1・2・3・4  ５  〃 
脳卒中病学 1・2・3・4  ５  〃 
消化器感染症と発癌 1・2・3・4  ５  〃 
消化器内視鏡学 1・2・3・4  ５  〃 
臨床心臓病学 1・2・3・4  ５  〃 
加齢心臓病学 1・2・3・4  ５  〃 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
臨 
床 
研 
究 
領 
域 

循環補助治療学 1・2・3・4  ５  〃 
外科循環制御学 1・2・3・4  ５  〃 
脳循環代謝・神経外傷病態 1・2・3・4  ５  〃 
機能性精神病の生物・心理・社会学 1・2・3・4  ５  〃 
高齢者のメンタルヘルス 1・2・3・4  ５  〃 
臨床遺伝学 1・2・3・4  ５  〃 
発生・発達小児科学 1・2・3・4  ５  〃 
発達アレルギー学 1・2・3・4  ５  〃 
眼科学･病態と治療 1・2・3・4  ５  〃 
視機能の科学 1・2・3・4  ５  〃 
気道粘膜免疫学 1・2・3・4  ５  〃 
創傷診断治療学 1・2・3・4  ５  〃 
皮膚疾患病態学 1・2・3・4  ５  〃 
過大侵襲と酸化ストレス 1・2・3・4  ５  〃 
急性炎症と臓器障害 1・2・3・4  ５  〃 
運動器画像診断学 1・2・3・4  ５  〃 
運動器疾患治療学 1・2・3・4  ５  〃 
外科臨床診断治療学 1・2・3・4  ５  〃 
外科分子腫瘍学 1・2・3・4  ５  〃 
排尿機能病態学 1・2・3・4  ５  〃 
生殖・周産期病態学 1・2・3・4  ５  〃 
総合画像診断学 1・2・3・4  ５  〃 
低侵襲治療学 1・2・3・4  ５  〃 
救命救急医学 1・2・3・4  ５  〃 
脳卒中・神経救急医学 1・2・3・4  ５  〃 
薬物治療解析学 1・2・3・4  ５  〃 
病態薬理遺伝制御学 1・2・3・4  ５  〃 
創薬育薬医療コミュニケーション 1・2・3・4  ５  〃 
摂食・嚥下機能 1・2・3・4  ５  〃 
硬組織 1・2・3・4  ５  〃 
医薬品適正使用 1・2・3・4  ５  〃 
地域医療・総合診療医学 1・2・3・4  ５  〃 

が 
ん 
研 
究 
領 
域 

がん分子標的薬開発 1・2・3・4  ５  選択必修 
がんの診断病理学 1・2・3・4  ５  〃 
呼吸器外科腫瘍学 1・2・3・4  ５  〃 
内視鏡外科治療学 1・2・3・4  ５  〃 
がん放射線治療学 1・2・3・4  ５  〃 
がん薬物療法学 1・2・3・4  ５  〃 
緩和医療学 1・2・3・4  ５  〃 
呼吸器腫瘍診断治療学 1・2・3・4  ５  〃 
消化器腫瘍診断治療学 1・2・3・4  ５  〃 
腎尿路生殖器腫瘍診断治療学 1・2・3・4  ５  〃 
婦人科腫瘍診断治療学 1・2・3・4  ５  〃 
乳腺腫瘍診断治療学 1・2・3・4  ５  〃 
中枢神経腫瘍診断治療学 1・2・3・4  ５  〃 



皮膚腫瘍診断治療学 1・2・3・4  ５  〃 
骨軟部腫瘍診断治療学 1・2・3・4  ５  〃 
頭頚部腫瘍診断治療学 1・2・3・4  ５  〃 
小児血液・腫瘍学 1・2・3・4  ５  〃 
地域・在宅医療学 1・2・3・4  ５  〃 
臨床腫瘍治療学 1・2・3・4  ５  〃 

理学療法

研究領域 
理学療法基礎科学 1・2・3・4  ５  選択必修 
神経・運動器連関理学療法学 1・2・3・4  ５  〃 

研究実

践科目 
特別課題研究 3・４   ５ 必修 
基礎臨床研究実習 3・４  １０  〃 

 
 
 
 


